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3-2-2. 模擬太陽光パネル上でのエネルギー分布計測 
模擬太陽光パネル上でのエネルギー計測では，前節のイオンの速度エネルギー分布計測

やイオン速度エネルギー分布の角度依存計測とは異なりスペースサイエンスチャンバ内に

μ10 を設置して実験を行った．図３－１２にイオンスラスタ設置位置について示す．また，
模擬太陽光パネルとして，厚さ 3㎜，600×600㎜の正方形のアルミ板をチャンバ内に面がイ
オンスラスタの開口部と一致するように設置した．この太陽光模擬パネルは，チャンバ外

部で電源装置と接続しており，その電位を任意に可変できるようにした．逆電位アナライ

ザーの設置位置については，模擬太陽光パネルの中心及び「はやぶさ２」に搭載された

QCM センサの位置(14,39 ㎝)を参考に，より模擬太陽光パネルに近いスラスタ中心から
40cm の位置に設置した．図３－１３に逆電位アナライザーと模擬太陽光パネルの設置位置，
図３－１４にセットアップの写真をそれぞれ示す．また，ビーム軸方向の取付け位置は，

ビーム出口面比べて，逆電位アナライザーの開口部が模擬太陽光パネル上のアナライザー

については，2㎝程度， 40cmの位置の逆電位アナライザーは，6cm下流側となるように設
置している． 
スラスタ中心から 40cm の位置での角度依存計測では RPA の角度分解能が重要であるた
め，視野角制限フードを設けて 14.7°まで分解能を向上させて角度依存を計測することとし
ている．これらのセットアップで，RPA へのイオン入射角度 θ をスラスタ中心軸へ向くほ
ど正として表現して -90 °，-60°，-30 °，0°，15°，30 °，45 °，60 °，75 °，90 °と角度を変化
させたときの計測を行った． 
また，模擬太陽光パネルは，軌道上の人口衛星で発生する帯電を模擬するために，パネ

ルの中心に設置した逆電位アナライザーでの計測時では，－100 V，－75 V，－50 V，－40 

V，－30 V，－20 V，－10 V，0 V，10 V，20 V，30 V，40 V，50 V，75 V，100 V，にバイ

アスして行った．同様に，スラスタ中心から 40cmの位置での角度依存計測では，模擬太

陽光パネルを－100 V，－75 V，75 V，100 V にバイアスして行った．この時の逆電位アナ

ライザーのグランドはそれぞれの太陽光パネルの電位にして行った． 

 
図３－１１ イオンスラスタ設置位置  
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